
R7,7,15 生き物の命について思いを寄せる 

先日クラスに迎えた3匹のカエル🐸 

８日までぴょんぴょん元気に跳ねまわっていましたが 

翌日の午睡時にSちゃんと水槽を覗いてみると３匹同時に亡くなっているのを確認。 

午睡後クラスのテーブルに置いておくと、起きてくる子から次々とテーブルを囲い 

悲しい現実と向き合っていました。 

どうしてこうなってしまったのか…自分たちに足りなかったことは？こうすればよかったね…など 

子ども達なりに原因や意見を出しはじめ、側で聞いていた保育士が 

その時出た言葉を文字で起こしてみると何気ない会話の中にも 

いろいろな気づきがあることに改めて気づかされました。 

また、他の子の意見を文字で読むことで自分にはない意見に思いを寄せたり共感する場面も見られました。 

話し合いの結果「カエルを土に埋め、水を掛けてあげる」ということに… 

どこに埋めるのだろう？と行動を見ていると、「ここにしよう！」と 

決めた先は恐竜の化石を何日もかけて掘ったみかんさんの思い出の場所でした。 

「僕たちは掘るね！」「私は水を持ってくる！」「お花を飾ったらかわいいよ」と 

率先して行動する姿に成長を感じるひと場面になりました。 

きっと３匹のカエルさんもお空で喜んでくれていることでしょう☁ 

生き物を飼う中でこのような経験は必ず訪れます。 

実体験から生き物への見方や命の尊さを今後も感じてもらえたらと思います。 

感じてもらえたらと思います。 

 

 

かなしいね 

餌がなかったからだよ 出た意見を文字に起こしてみました 

取ってきた葉っぱをかざって 

あげたらなんかはどう？ 

お水をかけてあげるね 

たくさん飲んでね 


